
様式第１２号（第２１条関係） （№9）

No.2

件 名

工 事 場 所
履 行 場 所
納 品 場 所

入札 (開札 )年月日

質問受理日 4月26日

回　答　日 4月26日

所 属 名

電 話 番 号

回　　答　　事　　項
・原則、仕様書で示した工期となります。工期変更については【別添】契約約款第7条に基づ
き落札者と別途協議します。

・よろしいです。

回 答 担 当 所 属
教育委員会事務局　教育施設管理課

　０８３―９３４―２８６０

内容質問回答書

湯田中学校仮設校舎リース

山口市　楠木町　地内

令和6年5月14日

質　　問　　事　　項
・仕様書より仮設校舎建設工事期間は令和6年8月31日となっておりますが、図面作成や申請
の関係･夏場の天候不順･気温上昇による作業員の効率低下･4週8休･お盆休み等の工事のでき
ない期間が懸念されるため、工期の延長は可能でしょうか。

・弊社では二重折板の仕様設定はありませんので、昨今の気温上昇を考慮して、断熱性能が
同等以上であれば、弊社メーカー仕様としてよろしいでしょうか。
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山口市賃貸借契約約款 

（総則） 

第１条 山口市（以下「発注者」という。）及び受注者は、契約書に定めるもののほか、この約款

に基づき、仕様書及び図面又は見本（以下「仕様書等」という。）に従い、日本国の法令を遵守

し、この契約を履行しなければならない。 

２ 受注者は、仕様書等の記載の物件（以下「この物件」という。）を契約書記載の契約期間、仕

様書等に従い発注者に賃貸するものとし、発注者は、その賃借料を受注者に支払うものとする。 

３ この契約において契約期間とは、契約締結日から借入期間の末日までの間をいう。 

４ 受注者は、この契約の履行に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。契約期間履行後又

は解除後も存続するものとする。 

５ この契約書に定める催告、請求、届出、報告、申出、協議、承諾及び解除は、書面により行

わなければならない。 

６ この契約書及び仕様書等における期間の定めについては、この契約書又は仕様書等に特別の

定めがある場合を除き、民法（明治２９年法律第８９号）及び商法（明治３２年法律第４８号）

の定めるところによるものとする。 

７ この契約に係る訴訟の提起又は調停の申立てについては、発注者の事務所の所在地を管轄区

域とする裁判所をもって、合意による専属的管轄裁判所とする。 

（権利の譲渡等） 

第２条 受注者は、この契約により生ずる権利又は義務を、第三者に譲渡し、承継させ、又は担

保の目的に供することができない。ただし、あらかじめ書面により発注者の承諾を得たときは、

この限りでない。 

（一般的損害等） 

第３条 この契約の履行に関して、契約期間中に発生した損害（第三者に及ぼした損害を含む。）

については、受注者がその費用を負担するものとする。ただし、その損害（保険その他により

てん補された部分を除く。）のうち、発注者の責に帰するべき理由により生じたものについては、

発注者が負担する。 

（物件の納入等） 

第４条 受注者は、この物件を契約書及び仕様書等で指定された場所（以下「借入場所」という。）

へ仕様書等で定める日時までに受注者の負担で納入し、使用可能な状態に調整した上、借入期

間の開始日（以下「使用開始日」という。）から発注者の使用に供しなければならない。 

２ 発注者は、納入に先立ち、又は納入に際して、必要があるときは、発注者の職員をして立会

い、指示その他の方法により、受注者の履行状況を監督させることができる。 

３ 受注者は、この物件を納入するときは、発注者の定める項目を記載した納品書を提出しなけ

ればならない。 

４ 受注者は、この物件を納入する上において当然必要なものは、受注者の負担で行うものとす

る。 

（検査） 

第５条 発注者は、受注者から納品書の提出があったときは速やかに検査し、その検査に合格し

たときをもって、受注者からこの物件の引渡しを受けたものとする。 

２ 受注者は、あらかじめ指定された日時及び場所において、前項の検査に立ち会わなければな

らない。 

３ 受注者は、第１項の検査に立ち会わなかったときは、検査の結果について異議を申し立てる

ことができない。 

４ 発注者は、必要があるときは、第１項の検査のほか、納入が完了するまでの間において、品

質等の確認をするための検査を行うことができる。この場合においては、前２項の規定を準用

する。 

５ 第１項及び前項の検査に直接必要な費用並びに検査のため変質、変形、消耗又はき損した物

件に係る損失は、全て受注者の負担とする。 

（引換え又は手直し） 

第６条 受注者は、この物件を納入した場合において、この物件の規格、性能、機能等に不適合、

不完全その他仕様書等に適合しないことにより、その全部又は一部が前条第１項の検査に合格

しないときは、速やかに引換え、手直し又は補足を行い、仕様書等に適合した物件を納入しな

ければならない。この場合においては、前２条の規定を準用する。 

（使用開始日の延期等） 
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第７条 受注者は、使用開始日までにこの物件を納入することができないときは、速やかにその

理由、遅延日数等を届出なければならない。 

２ 受注者は、前項の届出をしたときは、発注者に対して使用開始日の延期を申し出ることがで

きる。この場合において、発注者は、その理由が受注者の責に帰することができないものであ

るときは、相当と認める日数の延長を認めることがある。 

第８条 受注者の責に帰すべき理由により使用開始日までにこの物件を納入することができない

場合において、使用開始日後相当の期間内にこの物件を納入する見込みのあるときは、発注者

は、受注者から遅延違約金を徴収して使用開始日を延期することができる。 

２ 前項の遅延違約金の額は、使用開始日の翌日から納入した日までの日数に応じ、契約金額に

法定利率を乗じて計算した金額に相当する違約金を徴収するものとする。ただし、違約金の額

が１００円未満であるときは、これを徴収しないものとし、その額に１００円未満の端数があ

るときは、その端数を切り捨てるものとする。 

３ 前項の遅延違約金の計算の基礎となる日数には、検査に要した日数は算入しない。 

（賃借料の支払い） 

第９条 受注者は、この物件を発注者が使用した月（以下「当該月」という。）の翌日以降、毎月

１回の賃借料を発注者に請求することができる。ただし、発注者が仕様書等において請求時期

を別に定めた場合は、この限りでない。 

２ 前項の賃借料の計算は、月の初日から末日までを１月分として計算するものとする。この場

合において、当該月における物件の使用が１月に満たないとき又は前２条による使用開始日の

延期などにより、当該月における物件の使用が１月に満たなくなったとき（発注者の責に帰す

べき理由による場合を除く。）は、当該月の日数に応じた日割計算によるものとする。 

３ 第１項（ただし書を除く。）の規定にかかわらず、借入期間が２月以内で、かつ、当該期間の

内使用が１月に満たない月がある場合は、受注者は、契約書記載の賃借料を借入期間終了後、

発注者に請求しなければならない。 

４ 前項の場合において、借入期間を短縮又は延長したときの賃借料は、当該借入期間の日数に

応じた日割り計算によるものとする。 

５ 発注者は、第１項又は第３項の規定により受注者から請求があったときは、受注者の履行状

況を確認のうえ、その請求を受理した日から起算して３０日以内に、第１項又は第３項に定め

る賃借料を受注者に支払うものとする。 

６ 発注者は、前項の期限内に賃借料を支払わないときは、受注者に対し、未支払金額につき支

払期限の翌日から支払いをした日までの日数に応じ、約定期間を経過した日における政府契約

の支払遅延防止等に関する法律（昭和２４年法律第２５６号）第８条第１項に規定する財務大

臣が定める率で計算した金額を遅延利息として支払うものとする。 

（消費税等率変動に伴う賃借料額の変更） 

第９条の２ 消費税法（昭和６３年法律第１０８号）等の改正等によって消費税等率に変動が生じ

た場合は、特段の変更手続を行うことなく、相当額を加減したものを賃借料額とする。ただし、

国が定める経過措置等が適用され、消費税等額に変動が生じない場合には、当該経過措置等の

取扱いに従うものとする。 

（転貸の禁止） 

第１０条 発注者は、この物件を第三者に転貸してはならない。ただし、あらかじめ受注者の承

諾があったときは、この限りでない。 

（公租公課） 

第１１条 この物件にかかる公租公課は、受注者が負担する。 

（物件の管理責任等） 

第１２条 発注者は、この物件を善良な管理者の注意をもって管理しなければならない。 

２ 発注者は、この物件を本来の用法によって使用し、かつ、発注者の通常の業務の範囲内で使

用するものとする。 

３ この物件に故障が生じたときは、発注者は、直ちに受注者に報告しなければならない。 

（物件の保守等） 

第１３条 受注者は、常にこの物件の機能を十分発揮させるため、必要な保守を仕様書等に基づ

き受注者の負担で行わなければならない。 

２ 受注者は、発注者から前条第３項の報告を受けたときは、受注者の負担で速やかに修理しな

ければならない。ただし、故障の原因が発注者の故意又は重大な過失による場合は、この限り

でない。 
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（代替品の提供） 

第１４条 受注者は、この物件が使用不可能となった場合において、速やかな回復が困難である

ときは、発注者の業務に支障をきたさないよう、この物件と同等の物件を受注者の負担で発注

者に提供するものとする。ただし、発注者の責に帰すべき理由により使用不可能となった場合

は、この限りでない。 

２ 前項の規定により、受注者が代替品を提供することとなったときは、第４条及び第５条の規

定を準用する。 

（物件の返還等） 

第１５条 発注者は、この契約が終了したときは、この物件を通常の損耗を除き、原状に回復し

て返還するものとする。ただし、受注者が認めた場合は、現状のままで返還できるものとする。 

２ 発注者は、この物件に投じた有益費又は必要費があっても受注者に請求しないものとする。 

３ 受注者は、この契約が終了したときは、速やかにこの物件を撤去するものとし、これに要す

る費用は受注者の負担とする。 

４ 発注者は、前項の撤去に際して必要があるときは、発注者の職員をして立会い、指示その他

の方法により、受注者の履行状況を監督させることができる。 

５ 発注者は、受注者が正当な理由がなく、相当期間内にこの物件を撤去せず、又は借入場所の

原状回復を行わないときは、受注者に代わってこの物件を処分し、又は借入場所の原状回復を

行うことができる。この場合においては、受注者は、発注者の処分又は原状回復について異議

を申し出ることができず、また、発注者の処分又は原状回復に要した費用を負担しなければな

らない。 

（所有権の表示） 

第１６条 受注者は、この物件に所有権の表示をするものとする。 

（物件の原状変更） 

第１７条 発注者は、次に掲げる行為をするときは、事前に受注者の承諾を得るものとする。 

(1) この物件に装置、部品、付属品等を付着し、又はこの物件からそれらを取り外すとき。 

(2) この物件を他の物件に付着するとき。 

(3) この物件に付着した表示を取り外すとき。 

(4) この物件の借入場所を他へ移動するとき。 

（使用不能による契約の終了） 

第１８条 この物件が、契約期間中に天災事変その他不可抗力によって、滅失又はき損して使用

不能となった場合において、第１４条の規定に基づく代替品の提供が不可能であるときは、こ

の契約は終了したものとみなす。 

（契約内容の変更等） 

第１９条 発注者は、必要があるときは、受注者と協議のうえ、この契約の内容を変更し、又は

この物件の納入を一時中止させることができる。 

２ 前項の規定により契約金額を変更するときは、発注者と受注者とで協議して定める。  

（発注者の解除権）  

第２０条 発注者は、受注者が次の各号のいずれかに該当するときは、相当の期間を定めてその

履行の催告をし、その期間内に履行がないときは、この契約を解除することができる。ただし、

その期間を経過したときにおいて、当該不履行がこの契約及び取引上の社会通念に照らして軽

微であるときは、この限りでない。 

 (1) 使用開始日までにこの物件の全部又は一部を納入しないとき。 

 (2) 第６条第１項の引換え、手直し又は補足について、発注者が指示した期間になされないと

き。 

 (3) 前２号に掲げる場合のほか、この契約に違反したとき。 

２ 発注者は、受注者が次の各号のいずれかに該当するときは、直ちに契約の解除をすることが

できる。 

 (1) この物件を納入することが不能であることが明らかであるとき。 

 (2) 受注者がこの物件の納入を拒絶する意思を明確に表示したとき。 

 (3) この物件の一部の納入が不能である場合又はこの物件の一部の納入を拒絶する意思を明確

に表示した場合において、残存する部分のみでは契約をした目的を達することができないと

き。 

 (4) この物件の性質や当事者の意思表示により、特定の日時又は一定の期間内に履行しなけれ

ば契約をした目的を達することができない場合において、受注者が履行をしないでその時期
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を経過したとき。 

 (5) 受注者が詐欺その他不正の行為をしたとき。 

 (6) 受注者が次のいずれかに該当するとき。 

イ 役員等（受注者が個人である場合にはその者を、受注者が法人である場合にはその役員

又はその支店若しくは賃貸借契約を締結する事務所の代表者をいう。以下この号において

同じ。）が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２

条第６号に規定する暴力団員（以下この号において「暴力団員」という。）であると認めら

れるとき。 

ロ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する暴力

団をいう。以下この号において同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認め

られるとき。 

ハ 役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える

目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められるとき。 

二 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接

的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められると

き。 

ホ 役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる

とき。 

へ 下請契約又は資材、原材料の購入契約その他の契約に当たり、その相手方がイからホま

でのいずれかに該当することを知りながら、当該者と契約を締結したと認められるとき。 

ト 受注者が、イからホまでのいずれかに該当する者を下請契約又は資材、原材料の購入契

約その他の契約の相手方としていた場合（ヘに該当する場合を除く。）に、発注者が受注者

に対して当該契約の解除を求め、受注者がこれに従わなかったとき。 

３  前２項の規定により契約が解除された場合においては、受注者は、賃借料の額の１０分の１

に相当する金額を違約金として発注者の指定する期間内に発注者に支払わなければならない。 

４ 受注者は、第１項又は第２項の規定による契約の解除により損害を受けた場合であっても、

その損害の賠償を発注者に請求することができない。 

５ 第３項の規定は、発注者に生じた実際の損害額が同項に規定する違約金の額を超える場合に

おいては、発注者がその超過分につき賠償を請求することを妨げるものではない。 

第２１条 発注者は、次の各号のいずれかに該当するときは、直ちにこの契約を解除することが

できる。 

(1) 受注者が、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号。

以下「独占禁止法」という。）第４９条の排除措置命令を受け、かつ、当該命令に係る抗告訴

訟（行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第３条第１項に規定する抗告訴訟をいう。

以下同じ。）を提起しなかったとき。 

(2) 受注者が、独占禁止法第６２条第１項の納付命令を受け、かつ、当該命令に係る抗告訴訟

を提起しなかったとき。 

(3) 受注者が第１号又は前号の抗告訴訟を取り下げたとき。 

(4) 受注者が第１号又は第２号の抗告訴訟を提起した場合において、当該訴訟についての訴え

を却下し、又は棄却する判決が確定したとき。 

(5) 受注者又はその使用人その他の従業者について、刑法（明治４０年法律第４５号）第９６

条の６又は第１９８条の刑が確定したとき。 

２ 前条第３項から第５項までの規定は、前項の規定により契約を解除した場合について準用す

る。 

第２２条 発注者は、自己の都合により契約の解除が必要となったときは、この契約を解除する

ことができる。この場合において、発注者は、受注者に損害を与えたときは、その損害額を負

担するものとする。この場合の損害額は、発注者と受注者とで協議して定めるものとする。 

（受注者の解除権） 

第２３条 受注者は、発注者が契約に違反し、その違反によって契約の履行が不可能となったと

きは、契約を解除することができる。 

２ 受注者は、前項の規定により契約を解除した場合において、損害があるときは、その損害の

賠償を発注者に請求することができる。この場合の損害額は、発注者と受注者とで協議して定

めるものとする。 

（不正行為に伴う損害の賠償） 
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第２４条 受注者は、この契約に関して、第２１条第１項各号のいずれかに該当するときは、賃

借料の額の１０分の２に相当する金額を賠償金として発注者の指定する期間内に発注者に支払

わなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、この限りでない。 

(1) 第２１条第１項第１号から第４号までに掲げる場合において、命令の対象となる行為が不

公正な取引方法（昭和５７年公正取引委員会告示第１５号）第６項に該当するとき。 

(2) 前号に掲げる場合のほか、発注者が特に必要であると認めるとき。 

２ 発注者は、前項の契約に係る損害の額が同項の賃借料の額の１０分の２に相当する金額を超

えるときは、受注者に対して、当該超える金額を併せて支払うことを請求することができる。 

３ 前２項の規定は、この契約を履行した後においても適用があるものとする。 

（債務不履行等に伴う違約金） 

第２５条 受注者は、この契約に関して、次の各号のいずれかに該当するときは、賃借料の額の

１０分の１に相当する金額を違約金として発注者の指定する期間内に発注者に支払わなければ

ならない。 

(1) 受注者がその責めに帰すべき理由によりその債務の履行をすることができなくなったとき。 

(2) 受注者が正当な理由がないのにその債務の履行をしないとき。 

(3) 次に掲げる者が契約を解除したとき。 

イ 受注者について破産法（平成１６年法律第７５号）第３０条第１項の規定により破産手

続開始の決定がされた場合における同法第３１条第１項の規定により選任された破産管財

人 

ロ 受注者について会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第４１条第１項の規定により

更生手続開始の決定がされた場合における同法第４２条第１項の規定により選任された管

財人 

ハ 受注者について民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第３３条第１項の規定により

再生手続開始の決定がされた場合における当該受注者又は同法第６４条第２項の規定によ

り選任された管財人 

（違約金等の徴収方法） 

第２６条 受注者がこの契約に基づく違約金を発注者の指定する期間内に支払わないときは、発

注者は、その支払わない額に発注者の指定する期間を経過した日から賃借料支払の日まで、発

注者の指定する期間を経過した日における政府契約の支払遅延防止等に関する法律第８条第１

項に規定する財務大臣が定める率で計算した遅延利息を付した額と、発注者の支払うべき代金

額とを相殺し、なお不足があるときは追徴するものとする。  

２ 前項の追徴をする場合は、発注者は、受注者から延滞日数につき、政府契約の支払遅延防止

等に関する法律第８条第１項に規定する財務大臣が定める率で計算した額の延滞金を徴収する

ものとする。 

（予算の減額等による契約変更等） 

第２７条 この契約が、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条の３の規定による長

期継続契約である場合、この契約の締結の日の属する年度の翌年度以降において、当該契約に

係る発注者の歳出予算において減額又は削除があったときは、発注者は、この契約を変更し、

又は解除することができる。 

２ 発注者は、前項の規定により契約を変更し、又は解除したことにより受注者に損害を与えた

ときは、発注者と受注者とで協議して損害額を定め、賠償しなければならない。 

（契約外の事項）  

第２８条 この契約に定めのない事項又は疑義が生じた事項については、必要に応じて発注者と

受注者とで協議して定めるものとする。 
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別記 

個人情報等取扱特記事項 

（基本的事項） 

第１条 受注者は、業務（この契約に係る業務で個人情報等を取り扱うものをいう。以下同じ。）

の実施に当たっては、個人情報保護の重要性を認識し、個人情報等の取扱いについて、善良な管

理者の注意をもって、個人の権利及び利益を侵害することがないよう適正に管理しなければなら

ない。 

（定義） 

第２条 個人情報等とは、業務を処理するために発注者から引き渡され、又は仕様書等の発注者の

指示により受注者が発注者以外の者から取得した個人に関する情報であって、個人情報の保護に

関する法律（平成１５年法律第５７号。以下「法」という。）第２条に規定する個人情報及び行

政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７

号。以下「番号法」という。）第２条に規定する特定個人情報をいう。 

（責任体制の整備）  

第３条 受注者は、個人情報等の安全管理について、内部における責任体制を構築し、その体制を

維持しなければならない。 

（責任者等の届出）  

第４条 受注者は、業務の処理に係る責任者（以下「個人情報保護責任者」という。）及び業務に

従事する者（以下「作業従事者」という。）を定め、書面（電磁的記録を含む。以下同じ。）によ

り発注者に報告しなければならない。  

２ 受注者は、個人情報保護責任者又は作業従事者を変更する場合は、あらかじめ発注者に報告し

なければならない。  

３ 受注者は、第１項の規定により定めた個人情報保護責任者又は作業従事者以外の者が当該個人

情報等を取り扱うことがないようにしなければならない。 

（業務の処理） 

第５条 受注者は、業務の処理について、その全部又は一部を問わず外部（受注者に子会社（会社

法（平成１７年法律第８６号）第２条第１項第３号に規定する子会社をいう。）がある場合にあっ

ては、当該子会社を含む。以下同じ。）に委託してはならない。ただし、あらかじめその内容を

明らかにして発注者の書面による承認を得たときは、この限りでない。 

２ 前項ただし書の規定により外部に委託する場合においては、受注者は、当該委託先に対し、受

注者の責任において、受注者と同等の義務を課しこれを遵守させるものとする。当該委託先が再

度外部に委託する場合以降も、同様とする。 

３ 受注者が行う業務の処理は、発注者の指定する場所で行うものとし、書面により確認する。 

４ やむを得ず前項で定める場所以外での業務の処理を必要とするときは、事前に発注者と受注者

とで協議の上、実施するものとする。 

（安全管理措置） 

第６条 受注者は、個人情報等の漏洩、盗難、滅失又は改ざんの防止その他個人情報等の適切な管

理のために、業務処理施設のセキュリティ確保、個人情報等の運搬及び作業従事者の管理体制等

について、必要な措置を講じなければならない。 

２ 受注者は、その在職中であると職を退いた後であるとを問わず、作業従事者に対し、この個人

情報等取扱特記事項（以下「本特記事項」という。）の内容を周知徹底させ、遵守させなくては

ならない。また、このことに必要な研修、指導等を適宜実施し、実施内容について発注者に報告
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するものとする。 

３ 発注者及び受注者は、個人情報等の授受及び保管について管理台帳を作成し、個人情報等の内

容、取扱年月日、取扱者、数量等を記録しなければならない。 

４ 受注者は、発注者が提供し、又は仕様書等の発注者の指示により受注者が発注者以外の者から

取得したデータ、帳票、資料等（個人情報等が記録されているものに限る。以下「提供データ等」

という。）を使用して新たに作成したデータ、帳票、資料等（個人情報等が記録されているもの

に限る。以下「作成データ等」という。）で、保存する必要がなくなったものについては、第三

者の利用に供されることのないよう厳重な注意をもって、確実かつ速やかに処分しなければなら

ない。 

（秘密の保持） 

第７条 受注者は、個人情報等を第三者に開示又は漏洩してはならない。業務が終了し、又はこの

契約が解除された後においても、同様とする。 

２ 受注者は、前項の規定を遵守するため、作業従事者と秘密保持契約を締結するなど、必要な処

置を講ずるものとする。 

３ 業務を処理する作業従事者は、業務の重要性を認識し、業務上知り得た内容の一切を第三者に

漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

（目的外利用及び外部提供の禁止） 

第８条 受注者は、発注者の指示又は承認があるときを除き、個人情報等を業務以外の目的のため

に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

（複写又は複製の禁止等） 

第９条 受注者は、発注者の指示又は承認があるときを除き、提供データ等の複写、複製又はこれ

らに類する行為をしてはならない。 

２ 受注者は、発注者の事前の承認がなければ、提供データ等及び作成データ等を第５条第３項又

は第４項で定めた作業場所以外へ持ち出してはならない。 

（派遣労働者の利用時の措置）  

第１０条 受注者は、業務の処理を派遣労働者によって行わせる場合は、当該派遣労働者にこの契

約に基づく一切の義務を遵守させなければならない。  

２ 前項に規定する場合において、受注者は、発注者に対して、当該派遣労働者の全ての行為及び

その結果について責任を負うものとする。 

（提供データ等の引渡し及び作成データ等の抹消） 

第１１条 受注者は、業務が終了したとき、この契約が解除されたとき、並びに提供データ等及び

作成データ等を必要としなくなったときは、直ちに、提供データ等は発注者に引き渡し、作成デー

タ等は抹消し、その旨を証する書面を発注者に提出するものとする。ただし、発注者が別の指示

をしたときはその指示に従うものとする。 

（報告及び検査監督） 

第１２条 発注者は、受注者に対し、個人情報等の管理状況について、報告を求めることができる。 

２ 受注者は、個人情報等の管理状況について、発注者による検査を適宜受けるものとする。検査

の結果、不備が認められる事項が発生した場合、受注者は、発注者の指示、監督に従い改善する

ものとする。 

（事故発生時における報告） 

第１３条 受注者は、本特記事項に違反する事態が生じ、又は生ずるおそれがあることを知ったと

きは、速やかに発注者に報告し、発注者の指示に従うものとする。 

２ 前項の場合において、受注者は、速やかに被害の拡大を防止する適切な措置を講じなければな
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らない。 

３ 発注者は、受注者の責に帰すべき事由により損害を受けた場合、受注者に対して損害の賠償を

請求することができる。 

４ 前３項の規定は、業務終了後及びこの契約解除後も、同様とする。 

（契約の解除） 

第１４条 発注者は、受注者が法及び番号法等の関係法令に違反した場合又は本特記事項に定める

義務を履行しない場合は、この契約を解除することができる。 

２ 受注者は、前項の規定による契約の解除により損害を受けた場合であっても、その損害の賠償

を発注者に請求することができない。 

（第三者に及ぼした損害） 

第１５条 受注者は、本特記事項の履行に関し、第三者に損害を及ぼしたときは、その損害が発注

者の責めに帰すべき事由により生じたときを除き、その賠償の責めを負うものとする。 

２ 前項の場合において、第三者に対し発注者が賠償をしたときは、発注者は受注者に対し求償す

ることができる。 

３ 前２項の規定にかかわらず、第１項に規定する損害が天災その他不可抗力によるものであると

きは、その賠償の負担につき、発注者と受注者とで協議して定める。 

（別段の定め） 

第１６条 本特記事項に定める事項について契約書等に別段の定めがあるときは、その定めに従う

ものとする。 

 （協議事項） 

第１７条 本特記事項に定める事項について発注者と受注者との間に疑義が生じたときは、発注者

と受注者とで協議の上、これを処理する。 

以上 


